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 どの発表も素晴らしかった「学習発表会」 

先日開催された学習発表会は、前期課程児童による朗読劇「白馬の媛」をはじめ、後期

課程生徒による「人権作文」「弁論」「平和事業報告」「英語スピーチ」 

「合唱」と、多様で豊かな内容となりました。 

「白馬の媛」は、矢部小学校時代から 30 年以上にわたり受け継がれてきた伝統ある朗

読劇です。毎年、台詞や動きに新たな工夫を加えながら、1 年生から 6 年生までの全員で

一つの舞台を創り上げてきました。 

それぞれの役を堂々と演じきる児童 

達の姿に、成長を感じ、胸が熱く 

なりました。 

後期課程の発表では、生徒たちが自らの思いや考えを言葉に乗せ、保護者や地域の皆

様に直接聞いていただけたことは、非常に有意義な機会となりました。特に合唱は、一人一

人の歌声が観客席の皆様に感動を与えることがでました。 

矢部清流学園の秋は、10 月の体育祭、11 月の浮立公開、そして 12 月の学習発表会

と、毎月大きな行事が続きました。児童生徒たちは、 

これらの様々な学校行事への挑戦を通して、日々 

着実に成長しています！ 

 

【学習発表会を参観された保護者・地域の方からの感想をご紹介します】 

★一人一人が役割を果たしていて、人数が少ないメリットを感じる発表でした。発表の内 

容はもちろん、発表者の態度も堂々としていて感心しました。久しぶりの「白馬の媛」を観 

ましたが、音響効果も素晴らしく、子ども達はそよ風になったり、嵐になったりと動作も大き

くとても上手でした。（中略）混声合唱は、感動で涙が出ました。子どもたちの一生懸命な 

姿は、いつ誰が見ても心に感動を与えるのですね。児童生徒の皆さん、どうもありがとう！ 

★子ども達一人一人の成長がよく分かり、大変よかったです。後期課程の発表では、それぞ 

れが自分の意見を堂々と発表していて素晴らしかったです。合唱も少ない人数ながらき

れいな声で一生懸命歌っている姿にとても感動しました。（中略） 

★「白馬の媛」は１～６年生の心のつながりを感じられる素晴らしい発表でした。続けること

で得られる矢部の子ども達のメッセージを深く感じます。５・６年生がしっかり１～４年生を

支えていることも伝わり、これが伝統としてつながっていくのだと思いました。（中略） 

      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1・2 年生が矢部村大学の方々と昔遊びを通じて交流しました。こま回しの紐の巻き方や、

あやとりの仕方、三角木馬の乗り方のこつなどを優しく丁寧に教えていただき、子ども達は

目を輝かせて挑戦していました。活動後には、一緒に給食を囲み、和やかな雰囲気の中で

さらに交流を深めることができ、子ども達にとっても大変貴重な時間となりました。子ども達

が書いたお礼の手紙は、矢部公民館に掲示してありますので、どうぞご覧ください。 

楽しかったね！ 矢部村大学との交流（１・２年） 



７年生 5 名が、先日 2 日間の職場体験に臨みました。 

黒木町までの移動に堀川バスを利用し、バス停からは各自が責任を持って事業所へ向

かい、初日の挨拶から仕事が終わるまでの一連の流れを、自分一人でやり遂げました。 

それぞれ初めての体験に、とても緊張したことと思います。 

しかし、2 日間の体験を終えた７年生は、どの子も「職場体験は楽しかったです！」と、達成

感に満ちた頼もしい笑顔を見せてくれました。この経験を通じて得た自信は、子ども達にとっ

て大きな成長の糧となったことと思います。 

先日、JA 青年部の方々を講師にお招きし、お茶の淹れ方教室を行いました。お湯の温度や

急須で茶葉を蒸らす時間、湯呑みへの注ぎ方など、美味しいお茶を淹れるための「こつ」を丁

寧に教えていただきました。どの学年の子ども達も、教わった通りに 

実践し、自ら淹れたお茶の味に感動していました。ぜひ、各ご家庭で 

どのように習ったかを尋ねてみてください。そして、この機会にぜひ、 

お子様が淹れた美味しいお茶をご家族で味わっていただければ幸いです。 

また同日、9 年生は星野村の茶の文化館から道具一式をお借りし、碾き臼（ひきうす）体験

も行いました。自分たちで臼を回し、きれいな緑色の抹茶が 

少しずつ出てくる様子に目を輝かせていました。 

八女市ならではの「お茶」に関する一連の体験学習を通して、 

子どもたちには将来大人になっても、ふるさと八女のお茶の魅力を 

多くの方に発信していってほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

総合的な学習の時間「職場体験」 （７年） 

お茶の淹れ方教室（３・４年、９年）・碾き臼体験（9 年） 

 田島 冨士雄様、谷山 盛男様、江田 秀博様のご厚意により、ちゃりテイーンズの参加希望

の子ども達とともに学校の正門に立派な門松を設置していただきました。 

竹を割り組み立てる作業から、松竹梅をバランスよく飾る工程まで、 

地域の「プロ」の皆様にご指導いただきながら、子ども達も一緒に完成 

させることができました。材料の準備にご尽力いただいたこと、また寒い中、 

温かくご指導・作業してくださったことに心より感謝申し上げます。 

  門松づくりという伝統文化に触れる経験は、今年一年の感謝と、新年を迎える 

心構えを育む貴重な機会となりました。ご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。 

  12 月の資源回収は、天候が懸念されましたが、無事に終了いたしました。早朝からの寒

い中、ご協力いただきました PTA の皆様、矢部村の地域の皆様に心より感謝申し上げます。 

皆様から寄せられた資源回収の収益金は、今年度、前期課程においてはウインタースポ

ーツ（スケート）やキャリア教育（キッザニア福岡）の実施、 

後期課程においては芸術鑑賞（劇団四季「オペラ座の 

怪人」）など、子ども達の教育活動の充実に有効に活用 

させていただいております。 

皆様のご理解とご協力に、重ねて御礼申し上げます。 

 

 

立派な門松の完成です！ 

資源回収のご協力ありがとうございました。 


